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本論文で扱うのは，ロシア象徴主義の作家アンドレイ・ベールイの晩年の大作『モスク

ワ』である。本論は，序論，第 1部「『モスクワ』の世界――都市のイメージ」，第 2部「『モ

スクワ』の人間――カロープキンの神秘劇」，結論という 2部構成である。大きな枠組みと

しては，第 1部で『モスクワ』の世界像を，第 2部で『モスクワ』の人間像を扱う。 

第 1 部「『モスクワ』の世界――都市のイメージ」では，『モスクワ』における世界，ト

ポスの問題，都市のイメージを考察する。初期詩集『瑠璃の中の黄金』以来，ベールイの

作品を支える代表的な創作技法の一つは，世界観，思想，信条，時代の変化，感情といっ

た目に見えないものを，登場人物の部屋，持物，風景描写など目に見えるもので表現する

手法である。こうした手法はベールイのみならず多くの作家に共通するが，ベールイ自身

も詩集『灰』の序文で述べるように，ベールイにとって，居酒屋，教会，都市などの場所

は「現実の象徴」であり，場（トポス）は世界観，思想を表現するための重要な要素であ

る。第 1部で明らかにするのは，『モスクワ』におけるモスクワは，滅び行く都市，人々を
監視する都市であり，仮面を被り，宇宙との接点を消失した都市であることである。『モス

クワ』において，これらの都市のイメージの多くは，同時に登場人物達の特性でもある。

それは，世界と人間の照応（コレスポンダンス），外界と内界の結びつきを重視するベール

イの思想に基づいている。また，『モスクワ』のモスクワはアナクロニズム的で，革命前の

ロシアであると同時にソ連的な時空間の要素も持ち合わせており，モスクワの終末性，監

視都市というイメージは，ベールイのソ連観を表したものでもあると考えられる。従来の

研究では，ベールイとソ連という国家の関係が『モスクワ』にどのように反映されている

かという視点が欠如していたが，本論では，『モスクワ』には，ソ連政権への歩み寄りとソ

連に対する皮肉な視点という矛盾する態度が，複雑に絡み合いながら表れていることを明

示する。 

また、なぜベールイはこの小説の舞台にモスクワを選んだか、ベールイはモスクワの崩

壊を描くことで，何の崩壊を象徴的に描いたかという問題を考察する。『モスクワ』のモス

クワには，少なくとも次のようないくつかの特性を見ることができる。第一に注目する

のは，学問の町としてのモスクワの性格である。ベールイが『モスクワ』を捧げ，エピロ

ーグで引用したミハイル・ロモノーソフ創立のロシア最古の大学があるモスクワは，学問

の過去，現在を問い直す小説の舞台としてふさわしい。ベールイが『モスクワの奇人』の

序章で述べているように，小説のテーマの一つは，古い学問の世界の腐敗を描くことだっ

た。滅び行くモスクワの描写は，一つには，学問の腐敗を示している。 
第二に，モスクワは宗教的な都市である。モスクワは教会が多いことから，「四十の四十

倍も教会がある都市」と呼ばれてきた。ベールイも『モスクワ』で，モスクワが様々な時

代の多くの教会を抱えていることを述べ，宗教都市としてのモスクワの一面を強調してい

る。この文脈で考えるなら，モスクワの滅亡，堕落は，宗教の失墜を象徴的に表わしてい

る。 

第三に，モスクワは，ロシア全体を象徴しうる歴史ある都市である。モスクワの歴史性



は，カロープキンが日本から来た研究者イシニシをモスクワ観光案内する場面で，クレム

リン，救世主大聖堂などの歴史的建造物を通じてパノラマ的に語られる。『モスクワ』のモ

スクワは，ロシアの長い歴史そのものであり，滅亡に瀕したモスクワ像は，ロシア全体の

状況を語っている。 
第四に，モスクワは，ベールイ自身の故郷であり，作家の人生の様々な重要な瞬間に立

ち会い，ベールイの創作活動と深く結びついた場所だった。モスクワの否定は，自分自身

の過去の否定に繋がっている。『モスクワ』執筆時のベールイは，友人達への書簡で，繰り

返し，モスクワが自分とは疎遠な町になってしまったことを嘆いている。ベールイはこう

した感情を胸に，「故郷」モスクワの滅びゆく姿を半ば自虐的に『モスクワ』というカンバ

スになぐり描きしている。故郷であると同時に故郷ではないモスクワは，故国であると同

時に故国ではないソ連の比喩でもある。 

第五のモスクワの特性，それは，ソ連の首都であるということである。『ペテルブルク』

で，崩壊するペテルブルクの姿に，帝政ロシアと世界の終末を重ね合わせたベールイは，『モ

スクワ』で，新生ソ連の威容を全く予感させない滅び行くモスクワを描くことで，ソ連と

世界に対する不信任を表明しているかのようだ。 

第 2部「『モスクワ』の人間――カロープキンの神秘劇」では，カロープキンのイメージ
を中心に、小説の全体的なテーマの研究と，テーマとディテールの関係を考察する。この

長大な小説の表面上のプロットは，カロープキンによるある科学的発見をめぐる国際スパ

イ達の暗躍，革命運動の高まり，四つの家庭の崩壊などの形而下的な出来事を軸に展開す

る。しかし，本論では，小説のそうした表面上のプロットに対して，小説の隠れたテーマ，

小説の軸となるのは，イワン・カロープキンの精神的再生であるという仮定を立てる。な

ぜなら，イワン・カロープキンの精神的再生，復活という軸を中心に考えることで，一見

不可解な『モスクワ』のストーリー展開，ディテールや，なぜマンドロがカロープキンの

目を焼き，セラフィーマは目を治療するのか，なぜカロープキンは精神病院から退院した

後に以前とは全く違う原理に基づいて行動するようになるのかなどの様々な謎が，初めて

全体的な構図の中で理解できるようになるからである。 
イワン・カロープキンの精神的変容と再生を，主に二つの観点から考察する。第一の視

点は，眼，「見ること／見られること」という主題である。『モスクワ』中を埋め尽くすよ

うな夥しい目の描写が，実はカロープキンの精神的発展と拘わる重要な要素であることを

論じる。カロープキンの精神的新生が，巨大な目になりたいという願望の消失の結果とし

て生じたという仮定を立て，検証する。第二の視点は，『モスクワ』における聖書のコンテ

クストである。カロープキンの受難と再生は，キリストの十字架上の死と復活と密接に関

わっている。第二部では，カロープキンの描写と聖書におけるキリスト像を比較し，両者

の「復活」を比較する。『モスクワ』においては，「見ること」と聖書のテーマも互いに関

連していることを論じる。ベールイの作品においては，狂気が，しばしばキリスト，預言

者というテーマと結びつき，超越的世界へ参入する一つの方法として描かれていることに



も注目し，カロープキンの狂気と精神的再生の関係を考察する。 

小説の最終部において，カロープキンは，「新しいキリスト」として誰をも最終的に救済

することができず，周囲の世界は滅亡に瀕したままである。カロープキンの神秘劇は，ま

だ途上であるか，あるいは壮大な失敗として描かれている。『モスクワ』で救済やカタル

シスが示されないのは，『モスクワ』が未完の作品だからでもあるが，ベールイが否定の

詩学を貫いた作家だからでもある。否定の詩学は，ベールイの創作上の原理であり，初期

作品から『モスクワ』に至るまで，ベールイは作品において（一度は自分が熱狂的に受け

入れた）様々な哲学，世界観，宗教を意識的に否定することで，それに代わる新しい世界

観を探求しようとしてきた。たとえば『銀の鳩』では，村の教会におけるミサの場面や，

聖なるロシアの野の光景が様々な手法で冒涜的に描写され，キリスト教や聖なるロシアの

イメージが否定されていた。『ペテルブルク』で否定の対象となったのは，若い頃に傾倒し

たアルゴナウタイ神話，西洋哲学，都市文明，永遠の女性像である。それと同様に，『モ

スクワ』においても，古いキリスト教，学問，文明，シュタイナーの教義を否定し，革命，

新しいキリスト像，ソ連にも希望を託そうとしなかった。むろん，作者自身の思想，世界

観の変遷を作品に読み込むことには問題もある。作者と語り手は当然イコールではなく，

一度書かれ始めた作品は独自の生を持っているからである。しかし，ベールイが，作品を，

自分自身の思索を深め，思想的な諸問題を深く考察するための手段として位置づけている

ことも無視することはできない。「東か西か」という命題を設定して執筆した『ペテルブル

ク』でロシアの都市の運命を否定的に描いた後に，ヨーロッパへ旅立ち，シュタイナーの

教団に身を投じたように，ベールイの作品と生涯はしばしば重なり合い，作品は芸術作品

であるのみでなく自己探求的な場としての意味を持っている。また，ベールイは，作品を

周囲の人への意思表明としてのメディアとして捉えてもいた。V.ブリューソフ，A.ブローク

などの同時代の作家達の作品を皮肉な形で引用し，彼らへの明らかな批判を随所に滲ませ

た。『モスクワ』も，ベールイのこのような否定の詩学の系譜に連なる作品である。 

『モスクワ』において興味深いのは，先述のように，ベールイのソ連批判が隠されてい

ることである。ソ連を称揚する作品と見せかけて，ソ連への批判，懐疑を何重にも塗り込

めた『モスクワ』は，ベールイの「否定の詩学」の中でももっとも入り組んだ仕掛けを持

っている。また，シュタイナーに関しては，ベールイは『モスクワ』執筆時にもなおシュ

タイナーと人智学を敬愛し，強い影響下にあったにもかかわらず，マンドロやドクトルと

いう登場人物を通じて否定的に描くという矛盾した行動を取っている。ベールイは，回想

記等で，自分達人智学の信徒はシュタイナーの子供であるという表現を使っている。シュ

タイナーへの複雑な愛憎から発した『モスクワ』におけるシュタイナー批判，マンドロ殺

しは，ある意味で，ベールイにとっての父親殺しにほかならなかった（だからこそマンド

ロは，ベールイの父親をモデルにしたカロープキン教授の「影」であり，分身なのである）。 


